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呉
市
の
失
業
の
状
態
は
、
真
に
深
刻
な
も
の
と
な
り
、
約
十
八
万
五
千
の
人
口
中
、
失
業
者
数
は
濳
在
を
含
め
て
実
に
四
万

人
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
呉
市
当
局
の
発
表
に
よ
つ
て
も
昨
年
十
二
月
末
の
失
業
者
数(

一
定
期
間
就
労
者
を
含
ま

ず
。)

一
〇
、
四
二
七
名
の
内
、
日
雇
労
働
者
は
四
、
一
七
三
名(

男
三
、
〇
四
二
名
、
女
一
、
一
三
一
名)

で
あ
つ
た
の
が
、

本
年
一
月
末
現
在
で
は
一
〇
、
六
六
八
名
の
内
、
日
雇
労
働
者
六
、
二
六
〇
名(

男
四
、
五
六
三
名
、
女
一
、
六
九
七
名)

と

急
速
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
。 

し
か
も
右
の
失
業
者
に
対
す
る
失
業
対
策
事
業
の
認
証
わ
く
は
、
呉
市
分
と
し
て
第
四
・
四
半
期
市
営
八
五
〇
名
、
県
営

八
〇
〇
名
、
計
一
、
六
五
〇
名
分
で
あ
り
、
そ
れ
も
実
際
に
は
過
去
の
繰
上
施
行
の
た
め
、
現
在
市
営
五
三
〇
名
、
県
営
六

五
〇
名
、
計
一
、
一
八
○
名
を
就
労
さ
せ
得
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。 

即
ち
、
当
局
発
表
の
完
全
失
業
者
数
一
〇
、
六
六
八
名
と
就
労
人
員
一
、
一
八
〇
名
と
の
差
は
九
、
四
八
八
名
と
な
り
、

日
雇
労
働
者
数
と
比
較
し
て
も
、
僅
々
五
日
な
い
し
六
日
に
一
日
し
か
就
労
で
き
ず
、
潜
在
失
業
者
を
含
め
た
総
失
業
者
数 

呉
市
の
失
業
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



さ
ら
に
県
当
局
は
、
一
日
の
就
労
人
員
の
わ
く
を
最
少
限
一
〇
、
○
○
○
人
と
し
て
も
、
な
お
、
完
全
雇
よ
う
に
は
遠
い

が
、
や
や
失
業
者
の
明
る
い
顔
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
と
の
べ
て
い
る
が
、
か
り
に
一
〇
、
○
○
○
人
の
日
雇
労
働
者
を
就

労
さ
せ
る
と
す
れ
ば
、
賃
金
を
現
在
の
ま
ま
と
し
て
も
年
六
億
円
を
必
要
と
し
、
現
行
法
で
は
そ
の
三
分
の
一
、
二
億
円
を

地
方
自
治
体
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
呉
市
の
税
收
入
は
総
額
年
一
億
六
千
万
円
に
す
ぎ
な
い
た
め 

、
、

昭
和
二
十
五
年
度
の
県
の
査
定
に
よ
れ
ば
、
呉
市
と
し
て
市
営
一
、
七
〇
〇
名
、
県
営
一
、
二
〇
〇
名
、
計
二
、
九
〇
〇
名

と
な
つ
て
い
る
が
、
最
近
の
失
業
者
の
激
増
傾
向
、
潜
在
失
業
者
の
顯
在
化
を
併
せ
て
考
慮
す
る
と
き
、
こ
の
ま
ま
で
推
移
す

る
と
き
は
、
真
に
怖
る
べ
き
事
態
を
惹
起
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
は
県
当
局
者
自
身
が
切
に
訴
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

し
か
も
現
在
日
雇
労
働
者
の
賃
金
は
、
軽
作
業
で
最
低
一
二
八
円
、
最
高
一
九
四
円
、

均
一
六
一
円
、
重
作
業
で
税
込

最
低
一
七
三
円
、
最
高
二
六
二
円
、

均
二
一
八
円
、
普
通
一
般
に
手
取
一
五
―
六
○
円
と
い
う
少
額
で
あ
り
、
月
に
五
日

就
労
で
き
た
と
し
て
月
收
八
○
○
円
に
す
ぎ
ず
、
な
ん
ら
の
救
済
に
な
つ
て
い
な
い
。 

に
比
較
す
れ
ば
実
に
四
十
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。 

四  

 

 



 

五 

実
際
上
困
難
で
あ
る
。 

一 

政
府
の
失
業
対
策
な
る
も
の
は
、
激
増
し
て
ゆ
く
失
業
者
に
対
し
て
な
ん
ら
救
済
策
に
な
つ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
呉
市

だ
け
の
現
象
で
な
く
、
全
国
的
な
重
大
問
題
で
あ
る
、
こ
の
点
政
府
は
い
か
に
対
処
す
る
か
。 

二 

呉
市
に
対
す
る
失
業
対
策
事
業
の
認
証
わ
く
を
直
ち
に
市
当
局
の
要
望
通
り
最
少
限
一
〇
、
〇
〇
〇
人
以
上
と
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

三 

呉
市
の
市
税
收
入
額
か
ら
み
て
も
到
底
失
業
対
策
事
業
費
の
三
分
の
一
の
地
方
負
担
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
つ
て
右
事

業
費
は
全
額
国
庫
負
担
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

四 

呉
市
に
お
け
る
日
雇
労
働
者
の
賃
金
は
、

均
手
取
り
一
五
―
六
〇
円
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
到
底
一
家
の
生
計
を
支
え

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
労
働
者
自
身
の
生
活
に
も
足
ら
な
い
。
こ
れ
は
直
ち
に
手
取
り
三
〇
〇
円
以
上
と
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 
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